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令和 6 年度 

こんなまちにしたい！ 

話してみませんか？牛久市のこれからのこと 

市民と議員との 

 

 

 
 

 

 

奥野生涯学習  

中央生涯学習  

 
牛久市議会では、「市民との多様な意見交換の場」の一つとして、議会自らが積極的に市民の関心や

意見を聞く機会として、議会報告会を開催してきました。 

今回はより多くの市民の方のご意見を聞くことに重点をおくため、議会報告会をあらため意見交換

会とし、会場も３か所に増やし開催しました。 

令和６年１１月９日（土）午前１０時～午前１１時３０分 

中央生涯学習センター・三日月橋生涯学習センター・奥野生涯学習センター 

高齢者 

●高齢の一人暮らし、入院や入所の際の保証人の

問題がある。行政のサポートがほしい。 

●高齢者の孤立や買い物などの生活のサポート、

移動手段の確保が課題である。 

子ども・子育て 

●学校給食を含め、教育費を増やし子育て支援を。 

●災害時に市民の命をどう守るか、特に子どもが

学校で被災した場合の対応を考えてほしい。 

●ヤングケアラーの問題は深刻、民と官が手をつ

ないで解決に向けた取り組みを。 

環境 

●耕作放棄地をなくしていくために、お金や人を

もっと充実させてもらいたい。 

●道路の雑草や公園など、市民が気持ちよく過ご

せる環境を望む。 

●団地内での騒音や悪臭などに市として対応で

きないか。 

牛久シャトー 

●牛久シャトーは市民が楽しめる場所にならな

いと、市外から来る人にも紹介できない。 

●牛久シャトーは、こうしたいというものを２，

３年かけてチームで組み立てていくことが必要

では。 

その他 

●地区社協の活動を広く周知をしてほしい。 

●防災訓練などの行事に参加しているが、その後

の結果報告などのフィードバックを。 

地域の課題・意見 

若者と雇用 

●雇用の場を作って、若い人の定住化を。 

●工業団地を整備し、企業誘致を。 

●大企業を誘致して、多様な人が働けるように。 

●若者が仕事に誇りを持ち、定着できるように。 

世代を超えて 

●子育てで疲れ気味の母親と時間がある高齢者、

世代を超えたつながりを作り、助け合いができる

まちにしたい。 

●世代を超えた語り合いができる場が大切であ

る。この意見交換会のような、時には意見のぶつ

かり合うような場も大切。 

その他 

●牛久市として新しい取組みがほしい。これは牛

久市が初めて取り組んだというものがあればと

考える。 

 

こんなまちにしたい 

●地域の問題を言いやすいと思い参加。 

●牛久市の全体のことを知りたく参加しました。 

●若い人の参加をうながすことが必要。 

●地域ごとや行政区別にテーマをしぼった会の

あり方がよいのでは。 

●テーマごとにグループワークにしたほうがた

くさんの意見が聞けるのでは。 

●前向きな意見をたくさん聞きたかったです。 

●牛久市のことが今までよくわかっていなかっ

た事に気がついた。 

 

意見交換会への意見・感想 

いただいた課題や意見は、すべて市に報告し今後の議会活動に活かしていきます。 

アンケート結果やここに掲載しきれなかったものは、牛久市議会ホームページで。 

センター
（19人）

センター（15人）

センター（31人）

三日月橋生涯学習
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令和 7 年 1 月 31 日　　牛久市議会だより　　第 121 号（ 4 ）

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

小松崎　伸 議員 ＤＸの取り組みは

答弁）市役所に来なくても、手続きができる

質
問
　

令
和
４
年
度
に
デ
ジ
タ
ル

推
進
課
を
設
置
し
て
か
ら
、
Ｄ
Ｘ

推
進
へ
の
取
り
組
み
の
経
緯
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
令
和
４

年
９
月
に
は
「
牛
久
市
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

徹
底
等
11
の
重
点
施
策
を
計
画
。

令
和
５
年
４
月
に
は
、
各
部
署
に

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
リ
ー
ダ
ー
17
人
、

同
推
進
員
35
人
を
選
任
し
、
業
務

調
査
を
実
施
し
た
。

　

そ
し
て
、
令
和
６
年
度
に
は
、

業
務
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
Ｒ

Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
の

自
動
化
）
等
４
つ
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
導
入
を
決
定
し
業
務
の
効
率

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
に

計
上
し
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、

業
務
効
率
化
ツ
ー
ル
の
内
容
、
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
「
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
」、

「
ノ
ー
コ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ツ
ー
ル
」、「
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
」、

「
音
声
認
識
議
事
録
作
成
支
援
シ
ス

テ
ム
」、「
保
育
施
設
等
給
付
業
務

管
理
シ
ス
テ
ム
」、「
電
子
入
札
」

の
導
入
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

資
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
。

答
弁
　

用
途
地
域
等
規
制
状
況
及

び
下
水
道
台
帳
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
化
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
２

月
の
運
用
開
始
を
目
指
し
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

質
問
　

６
月
補
正
予
算
に
お
い
て

取
り
組
ん
で
い
る
「
牛
久
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電

子
証
明
書
の
更
新
と

カ
ー
ド
受
け
取
り
の
予

約
、
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー

ポ
ン
券
の
購
入
申
込
受

付
に
つ
い
て
活
用
し
て

い
る
。

マイナンバーの窓口予約がで
きます（牛久市の公式 LINE）

質
問
　

本
件
に
つ
い
て
は
本
市
を

含
む
近
隣
の
７
市
町
村
で
構
成
す

る
広
域
行
政
検
討
協
議
会
で
ゴ
ミ

処
理
の
広
域
化
の
是
非
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、

本
市
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
設

置
時
に
地
元
行
政
区
と
ゴ
ミ
処
理

の
広
域
化
を
し
な
い
と
の
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
故
に
広
域
行
政

検
討
協
議
会
に
お
い
て
広
域
化
が

望
ま
し
い
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
場
合
、
本
市
は
こ
れ
を
受
け
入

れ
る
の
か
否
か
、
何い
ず
れ
で
あ
る
の
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
現
時
点
で
は
判
断

材
料
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
広
域

化
の
受
け
入
れ
の
是
非
を
断
言
で

き
な
い
が
、
地
元
行
政
区
と
の
協

定
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
判
断
し
て

参
り
た
い
。

広
域
連
携
に
よ
る
大
学

誘
致

質
問
　

若
者
の
増
加
や
情
報
発
信

の
一
つ
と
し
て
大
学
誘
致
が
あ
る

が
、
財
政
負
担
等
の
観
点
か
ら
本

市
が
単
独
で
取
り
組
む
の
で
は
な

く
自
治
体
の
広
域
連
携
で
取
り
組

む
こ
と
が
ベ
タ
ー
と
判
断
す
る
。

故
に
本
件
を
今
後
の
市
の
総
合
計

画
の
中
に
盛
り
込
む
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
大
学
誘

致
を
広
域
連
携
で
行
う
こ
と
を
総

合
計
画
に
盛
り
込
む
か
ど
う
か
は

今
後
検
討
し
て
参
り
た
い
。

か
っ
ぱ
祭
り
の
あ
り
方

質
問
　

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る

酷
暑
や
踊
り
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加

者
の
高
齢
化
等
を
踏
ま
え
、
か
っ

ぱ
祭
り
の
現
行
の
開
催
日
数
を
短

縮
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
か
っ
ぱ
祭
り
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
実
行
委
員
会
が

決
定
し
て
お
り
、
当
該
委
員
会
で

の
決
定
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
参
り

た
い
。

石原 幸雄 議員 ゴミ処理の広域化の是非は

答弁）地元との協定を踏まえて慎重に判断したい

牛久クリーンセンター



鈴木 勝利 議員

塚原 正彦 議員

「書かない窓口」の導入を

未来創造と人づくりを担う大学院大学を

答弁）令和８年度を目標に努めていく

答弁）本市の状況や国の動向など十分な検討が必要

質
問
　

導
入
の
時
期
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
ア
ナ
ロ
グ
で
の
業

務
改
善
を
全
庁
的
に
広
げ
て
い
っ

た
う
え
で
、「
書
か
な
い
窓
口
」
を

含
め
た
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
、
全
庁
的

か
つ
先
進
的
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
た
い
。
予
算
の
状

況
に
よ
る
が
、
令
和
８
年
度
に
は

シ
ス
テ
ム
稼
働
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

質
問
　
「
お
く
や
み
窓
口
」
を
開
設

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
他
自
治
体

の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
、
調
査
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

男
女
共
同
参
画
の
実
現

の
た
め
に
～
本
市
で
は
～

質
問
　

性
別
に
関
す
る
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
思

い
込
み
）
へ
の
対
応
は
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
職
員
の
採

用
、
配
置
、
昇
進
等
の
人
事
運
営

に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
を
常
に

念
頭
に
置
き
、
職
務
に
当
た
る
。

職
員
の
意
識
改
革
の
た
め
の
研
修

が
重
要
で
あ
る
。

質
問
　

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境

の
整
備
や
男
性
の
育
児
や
家
事
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
促
進
す
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　

産
前
産
後
休
暇
、
育
児
休

業
の
ほ
か
、
様
々
な
特
別
休
暇
が

あ
り
、
育
児
休
業
に
よ
り
不
在
と

な
る
期
間
に
職
員
不
足
と
な
ら
な

い
よ
う
に
、
臨
時
の
正
職
員
を
採

用
す
る
等
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
男
性
職
員
で
も
育
児
休
暇

が
取
得
で

き
る
こ
と

を
周
知
し

て
い
る
。

※�

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
を

質
問
　

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高

め
る
た
め
の
教
育
は
。

答
弁
　
（
教
育
部
長
）
情
報
発
信
に

よ
る
他
人
や
社
会
へ
の
影
響
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
る
こ
と
の
意
味
、
情
報
に
誤
っ

た
も
の
や
危
険
な
も
の
が
あ
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
学

習
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
使
い
こ

な
す
た
め
の
知
識
や
能
力

質
問
　

公
立
大
学
の
創
設
が
地
域

再
生
の
切
り
札
と
注
目
さ
れ
て
い

る
。
地
域
の
情
報
拠
点
と
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
を
担
い
、
未
来
へ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
体
に
な
れ
る
大

学
は
、
人
々
の
学
び
を
育
み
、
地

域
力
を
高
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
食
と
健
康
に
貢
献
し
た
文
化
資

源
を
持
つ
牛
久
市
と
そ
の
周
辺
に

は
、
生
薬
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
薬
草

園
な
ど
農
と
食
に
か
か
わ
る
企
業
、

研
究
所
が
集
積
し
て
い
る
。
市
の

文
化
資
源
と
企
業
、
研
究
所
等
の

研
究
を
結
び
つ
け
、
生
活
者
が
商

品
開
発
に
参
加
す
る
学
び
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
創
造
す
る
こ
と
で
、
連

携
プ
ロ
グ
ラ
ム
牛
久
シ
ャ
ト
ー
、

エ
ス
カ
ー
ド
、
生
涯
学
習
機
関
を

キ
ャ
ン
パ
ス
に
し
た
大
学
院
の
設

置
が
可
能
で
あ
る
。

　

牛
久
市
が
主
体
と
な
り
、
企
業
、

研
究
所
、
広
域
連
携
を
視
野
に
い

れ
た
大
学
院
大
学
の
調
査
研
究
を

提
案
す
る
。

答
弁
　
（
市
長
）
大
学
院
大
学
の
創

設
は
、
大
学
施
設
の
設
置
に
比
べ

コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は

若
年
層
の
定
着
や
地
域
資
源
を
活

か
し
て
い
く
た
め
の
人
材
育
成
な

ど
大
変
有
効
な
も
の
と
推
測
す
る
。

し
か
し
本
市
に
と
っ
て
は
大
き
な

コ
ス
ト
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
を
取
り
巻
く
状
況
や
国
の
動
向

な
ど
十
分
な
検
討
が
必
要
で
る
。

（ 5 ）第 121 号　　牛久市議会だより　　令和 7 年 1 月 31 日

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

　未来への課題を動かすためには、いま
の牛久市の行政ではできないシンクタン
ク機能とプロデュース力をもった新たな
事業主体と人材養成の仕組みを用意して
おく必要がある。同時に、市民の知の成
長を促しながら、学んだ成果を地域社会
にいかす学びを循環する仕組みを用意し
ておく必要がある。その役割を担う装置
が公立大学院大学である。

　

牛久市の流れを変えるためには地域力を
高める大学院大学（連合）の設置から



令和 7 年 1 月 31 日　　牛久市議会だより　　第 121 号（ 6 ）

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

質
問
　

旧
奥
野
小
学
校
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
用

を
望
む
声
が
あ
る
が
考
え
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
現
在
、

地
域
懇
談
会
や
お
く
の
地
区
社
協

役
員
会
に
お
い
て
説
明
を
行
っ
た

民
間
事
業
者
に
よ
る
、
意
見
、
提

案
な
ど
を
収
集
す
る
た
め
の
※
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
調
査
の
結
果
、
実

現
可
能
な
跡
地
利
用
の
提
案
が
な

い
場
合
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
も
含
め
地
域
の
意
見
も
伺

い
検
討
を
進
め
る
。

※
市
有
地
な
ど
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、

事
業
の
早
い
段
階
で
、
事
業
内
容
に
関

し
て
民
間
事
業
者
と
市
が
直
接
対
話
す

る
こ
と
で
、
有
用
な
意
見
を
収
集
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査

お
く
の
義
務
教
育
学
校

５・
６
年
生
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
通
学

質
問
　

お
く
の
義
務
教
育
学
校
で

は
、
基
本
と
し
て
６
年
生
ま
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
通
学
と
な
っ
て
い
る

が
、
一
部
、
小
坂
団
地
・
向
原
・

小
坂
・
久
野
行
政
区
の
５・
６
年
生

は
自
転
車
通
学
を
し
て
い
る
。
近

年
、
奥
野
地
区
の
生
徒
数
も
減
り
、

登
下
校
班
を
編
成
す
る
こ
と
も
難

し
く
、
さ
ら
に
、
通
学
路
で
あ
る

鎌
倉
街
道
は
、
日
中
車
の
通
り
も
、

人
の
目
も
少
な
く
、
民
家
も
ほ
と

ん
ど
な
く
、
防
犯
上
小
学
生
に
と
っ

て
安
全
と
は
思
え
な
い
。
自
転
車

通
学
を
し
て
い
る
５・
６
年
生
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
通
学
へ
の
考
え
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
奥
原
ル
ー
ト
、
井

ノ
岡
・
桂
ル
ー
ト
は
６
年
生
ま
で

乗
車
し
て
い
る
。
お
く
の
義
務
教

育
学
校
が
一
体
型
校
舎
に
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
児
童
生
徒
の
生
活
等

に
つ
い
て
本
年
度
検
討
し
て
き
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
を

重
ね
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
も
あ

り
、
安
全
面
も
考
慮
し
、
令
和
７

年
度
乗
車
出
来
る
よ
う
進
め
る
。

質
問
　

牛
久
シ
ャ
ト
ー
株
式
会
社

は
黒
字
経
営
に
す
る
約
束
で
ス

タ
ー
ト
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ

た
現
在
も
経
営
状
態
が
改
善
で
き

ず
打
開
策
も
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

し
っ
か
り
し
た
構
想
を
も
っ
て
い

な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
令
和

元
年
の
「
牛
久
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
」
で
は
、
国
指
定
重

要
文
化
財
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
旧
醸

造
場
施
設
の
保
存
、
活
用
を
は
か

り
、
日
本
遺
産
事
業
を
進
め
て
い

く
と
明
記
し
て
お
り
、
山
梨
県
甲

州
市
や
神
谷
傳
兵
衞
の
故
郷
、
愛

知
県
西
尾
市
と
交
流
を
進
め
て
い

る
ほ
か
牛
久
シ
ャ
ト
ー
を
会
場
と

し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

取
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

「
文
化
財
保
護
」
か
「
黒
字
化
」
か

に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
も
優
先
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
今
後
設
置
予
定
の
外
部
有

識
者
検
討
会
議
の
意
見
を
踏
ま
え

て
進
め
て
い
き
た
い
。

学
校
で
の
「
闇
バ
イ
ト

対
策
」

質
問
　

緊
急
避
難
に
つ
い
て
の
教

育
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答
弁
　
（
教
育
部
長
）
闇
バ
イ
ト
等

に
係
わ
る
犯
罪
行
為
か
ら
の
緊
急

避
難
つ
い
て
は
、
闇
バ
イ
ト
と
知

ら
ず
に
応
募
し
て
自
分
や
家
族
に

危
害
を
加
え
る
な
ど
と
脅
か
さ
れ

た
場
合
に
は
、
警
察
に
相
談
す
れ

ば
家
族
も
含
め
て
保
護
し
て
貰
え

る
と
指
導
し
て
い
る
。

質
問
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
働
き
か
け
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　
「
闇
バ
イ
ト
」
に
対
す
る
保

護
者
へ
の
注
意
喚
起
及
び
指
導
に

つ
い
て
は
、
ス
マ
ホ
等
の
安
全
な

利
用
に
つ
い
て
各
家
庭
で
話
合
い

を
進
め
る
よ
う
や
っ
て
お
り
、
ま

た
12
月
の
授
業
参
観
後
の
懇
談
会

に
て
、
警
察
を
招
聘
し
て
保
護
者

が
講
話
を
聞
く
学
校
な
ど
も
あ
る
。

鎌倉街道を通学する児童たち

牛久シャトー

磯山 和男 議員 旧奥野小をコミュニティセンターに

答弁）現段階で具体的な利活用案の候補ではない

柳井 哲也 議員 牛久シャトーの経営をどうするか

答弁）外部有識者会議を設置し検討していく



（ 7 ）第 121 号　　牛久市議会だより　　令和 7 年 1 月 31 日

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

山本 伸子 議員

黒木 のぶ子 議員

市民活動を応援する公募型補助金を

「闇バイト」学校・市民への啓発を

答弁）実施している自治体の効果等を検証していく

答弁）牛久警察との連携で防犯対策情報発信をする

質
問
　

市
の
補
助
金
は
補
助
金
適

正
化
委
員
会
の
審
査
を
経
て
交
付

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
決

ま
り
使
わ
れ
て
い
る
の
か
が
見
え

な
い
。
公
募
型
の
補
助
金
制
度
を

作
り
、
地
域
で
公
益
的
な
活
動
を

し
て
い
る
市
民
団
体
を
公
募
し
、

透
明
性
に
つ
な
が
る
補
助
金
の
仕

組
み
を
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
公
募
型

補
助
金
は
、
土
浦
市
、
龍
ケ
崎
市
、

取
手
市
な
ど
で
社
会
貢
献
し
よ
う

と
す
る
市
民
活
動
団
体
に
対
し
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
有
意

義
な
取
り
組
み
だ
が
、
目
的
や
効

果
な
ど
の
基
準
を
ど
う
設
け
る
か

な
ど
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

安
心
安
全
な
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
を

質
問
　

セ
ン
タ
ー
は
32
年
が
た
ち

老
朽
化
に
よ
る
故
障
が
頻
繁
で
、

特
に
お
風
呂
は
維
持
管
理
費
が
増

え
る
一
方
で
利
用
者
は
減
っ
て
い

る
。
ま
た
閉
館
は
午
後
４
時
半
だ

が
、
冬
場
は
利
用
者
の
帰
宅
時
は

道
が
暗
く
危
な
い
。
日
曜
日
は
入

浴
施
設
で
気
分
が
悪
く
な
っ
た
場

合
に
看
護
師
が
お
ら
ず
対
応
も
で

き
な
い
な
ど
課
題
が
あ
る
が
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
人
の
流
れ
も
変
化
し
、

開
館
時
間
や
利
用
可
能
日
、
老
朽

化
を
含
め
今
後
セ
ン
タ
ー
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
時
期
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

市
役
所
窓
口
受
付
時
間

短
縮
は

質
問
　

受
付
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
で
で
き
た
時
間
を
事
業
改
善
な

ど
に
む
け
、
市
民
満
足
度
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
時
間
短
縮
は
つ
く

ば
市
、
龍
ケ
崎
市
が
実
施
し
て
お

り
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
一
定

の
効
果
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

窓
口
サ
ー

ビ
ス
向
上

へ
の
取
り

組
み
と
考

え
、
受
付

時
間
短
縮

を
検
討
し

て
い
く
。

質
問
　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
含
め

色
々
な
詐
欺
事
件
が
増
加
し
、
今

市
民
が
不
安
に
な
っ
て
い
る
の
は

闇
バ
イ
ト
と
言
わ
れ
る
強
盗
集
団

の
標
的
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
市

民
の
安
全
安
心
の
た
め
に
自
己
防

衛
の
啓
発
、
ま
た
学
校
で
も
子
ど

も
達
に
闇
バ
イ
ト
犯
罪
に
か
か
わ

ら
せ
な
い
た
め
の
啓
発
等
は
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
市
民
は
自
身

の
住
宅
事
情
に
合
っ
た
防
犯
対
策

を
複
数
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
犯

罪
に
時
間
が
か
か
れ
ば
犯
罪
防
止

に
つ
な
が
る
。

答
弁
　
（
教
育
部
長
）
学
校
で
は
特

に
中
学
生
等
が
闇
バ
イ
ト
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

茨
城
県
警
察
本
部
か
ら
の
資
料
提

供
の
活
用
で
注
意
喚
起
や
闇
バ
イ

ト
の
動
画
な
ど
視
聴
さ
せ
た
り
、

継
続
的
に
指
導
す
る
。

外
国
籍
の
子
ど
も
の
語

学
教
育
強
化
の
た
め
の

予
算
措
置

質
問
　

市
内
に
外
国
籍
住
民
が
増

加
し
、
日
本
語
も
英
語
も
理
解
で

き
な
い
子
ど
も
の
対
応
で
一
部
の

学
校
で
は
苦
心
し
て
い
る
。
先
生

た
ち
の
翻
訳
に
要
す
る
時
間
の
軽

減
や
子
ど
も
へ
の
対
応
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
に
も
人
員
増
の
予
算

措
置
が
必
要
で
は
。

答
弁
　
（
教
育
長
）
通
訳
サ
ポ
ー
タ

や
翻
訳
機
等
の
活
用
で
支
援
し
て

い
る
が
、
国
籍
が
多
岐
な
の
で
該

当
言
語
は
十
分
と
言
え
な
い
。
来

年
度
は
英
語
指
導
助
手
の
充
実
に

力
を
入
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を
す
る
。

1
月
実
施
予
定
の
公
共

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
行

地
域
は

質
問
　

市
内
交
通
空
白
地
の
ど
こ

が
運
行
対
象
と
な
る
の
か
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
か
っ

ぱ
号
や
民
間
路
線
バ
ス
が
走
ら
な

い
市
街
化
調
整
エ
リ
ア
を
交
通
空

白
地
と
し
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
運
行
地

区
に
設
定
し
た
。

市民のくらしに関わる手続きを
行っている市役所の総合窓口課

学校から各家庭へ配信
されたチラシ



令和 7 年 1 月 31 日　　牛久市議会だより　　第 121 号（ 8 ）

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

甲斐 徳之助 議員 牛久シャトー株式会社の債権の回収方法は

答弁）外部有識者組織をつくり検討する

質
問
　

牛
久
シ
ャ
ト
ー
株
式
会
社

の
経
営
実
態
は
ど
う
か
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
令
和
４

年
度
６
７
３
５
万
円
の
市
補
助
金

に
よ
る
黒
字
以
外
は
赤
字
で
債
務

超
過
が
拡
大
。
５
年
度
は

５
６
０
０
万
円
の
赤
字
。

質
問
　

債
務
超
過
額
は
。

答
弁
　

約
１
億
４
千
万
円
。

質
問
　

原
因
を
本
市
は
株
主
と
し

て
把
握
し
て
い
る
か
。

答
弁
　

売
り
上
げ
の
伸
び
悩
み
、

貸
借
契
約
等
の
施
設
管
理
運
営
の

負
担
が
あ
る
。

質
問
　

株
式
会
社
が
市
に
支
払
う

賃
貸
借
契
約
が
あ
る
が
、
支
払
猶

予
の
対
応
を
し
て
い
る
。
猶
予
期

間
と
金
額
は
。

答
弁
　

令
和
７
年
３
月
ま
で
の
４

年
間
。
２
億
２
千
万
円
。

質
問
　

次
の
事
業
の
前
に
、
こ
の

債
権
を
回
収
す
る
事
が
優
先
。
回

収
方
法
は
①
ホ
ワ
イ
ト
ナ
イ
ト
企

業
の
検
討
②
返
済
可
能
計
画
を
立

て
管
理
会
社
と
し
て
管
理
料
の
中

で
返
済
③
私
募
債
の
発
行
や
第
三

セ
ク
タ
ー
を
統
合
し
さ
ら
な
る
増

資
④
未
回
収
倒
産
等
と
考
え
ら
れ

る
が
。

答
弁
　
（
副
市
長
）
提
案
も
含
め
外

部
有
識
者
会
議
で
検
討
し
、
市
民

の
負
担
を
最
小
限
に
す
る
。

質
問
　

オ
エ
ノ
ン
と
牛
久
市
と
株

式
会
社
の
関
係
と
お
金
の
流
れ
が

正
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
正
確

な
情
報
を
公
表
し
市
民
の
理
解
を

得
る
考
え
は
。

答
弁
　

あ
る
。

質
問
　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
今
後
事
業

を
ど
う
構
築
す
る
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
外
部
有
識
者
会
議

で
検
討
し
、
出
資
者
と
し
て
の
責

任
を
果
た
す
た
め
計
画
策
定
に
積

極
的
に
関
与
す
る
。

質
問
　

経
営
者
の
経
営
責
任
つ
い

て
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
　
（
副
市
長
）
外
部
有
識
者
会

議
で
検
討
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇
森
林
環
境
税
の
徴
収
に
つ
い
て

髙嶋 基樹 議員 牛久自然観察の森活用でPRを

答弁）来園者数は増加中、更なる増加に努めていく

質
問
　

全
国
に
10
箇
所
の
み
の
希

少
な
施
設
で
あ
る
自
然
観
察
の
森

を
牛
久
の
P
R
資
源
と
し
て
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
。
来
園
者
数
の

状
況
は
ど
う
か
。

答
弁
　
（
建
設
部
長
）
平
成
２
年
度

よ
り
、
累
計
1
2
8
万
人
。
有
料

エ
リ
ア
は
平
成
25
年
度
よ
り
木
育

広
場
や
体
験
型
事
業
を
開
設
し
、

年
間
千
人
だ
っ
た
頃
か
ら
2
万
人

ま
で
に
増
加
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
も

伸
ば
し
年
間
4
万
8
千
人
の
来
場

者
数
で
あ
る
。

質
問
　

来
園
者
数
を
伸
ば
し
た
情

報
発
信
と
は
。

答
弁
　

広
報
う
し
く
や
新
聞
、
観

光
雑
誌
へ
の
掲
載
、
S
N
S
も
活

用
し
て
お
り
、
増
加
に
繋
が
っ
て

い
る
と
捉
え
る
。
今
後
も
よ
り
一

層
各
ツ
ー
ル
の
内
容
充
実
を
図
り
、

利
用
者
数
の
増
加
に
努
め
て
い
く

考
え
。

イ
バ
ラ
キ
セ
ン
ス
の
期

間
・
出
店
者
数
の
拡
大
を

質
問
　

県
内
だ
け
で
な
く
、
全
国

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に
向
け

て
P
R
が
で
き
る
イ
バ
ラ
キ
セ
ン

ス
で
の
出
展
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、

商
店
や
事
業
者
に
と
っ
て
も
大
き

な
実
績
と
な
る
。「
牛
久
ウ
ィ
ー
ク
」

と
銘
打
っ
て
現
在
の
土
日
だ
け
で

は
な
く
、
１
週
間
と
期
間
を
拡
大

し
、
出
店
者
数
も
増
加
さ
せ
る
考

え
は
な
い
か
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
長
）
イ
バ
ラ
キ

セ
ン
ス
へ
の
出
展
は
、
市
内
事
業

者
と
消
費
者
を
繋
ぐ
事
に
よ
る
新

た
な
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
す
る
と
共

に
、
市
政
情
報
や
観
光
案
内
と
い
っ

た
地
域
情
報
発
信
と
、
知
名
度
向

上
を
見
据
え
て
行
っ
て
い
る
。

　

ご
提
案
の
「
一
定
期
間
連
続
で

市
産
品
を
P
R
す
る
」
こ
と
は
、

周
知
期
間
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、

日
替
わ
り
で
複
数
の
市
産
品
を
取

り
扱
え
る
な
ど
、
大
変
有
効
な
施

策
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
イ
バ

ラ
キ
セ
ン
ス
と
協
議
の
上
、
実
施

に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

森林環境税の用途
の一部で製作され
た牛久自然観察の
森の木育遊具

東京銀座にある
茨城県のアンテ
ナショップ　
イバラキセンス
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

水梨 伸晃 議員

杉森 弘之 議員

１歳６か月健診の受診時間帯変更を

ソーラーシェアリングの普及を

答弁）意見としては医師会に提案してみる

答弁）営農収入の安定とエネルギーの地産地消に役立つ

質
問
　

な
ぜ
多
く
の
１
歳
児
が
眠

く
な
る
午
睡
（
お
昼
寝
）
の
時
間

帯
に
、
健
診
の
時
間
帯
を
合
わ
せ

る
事
情
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
牛
久
市
医
師
会
、

牛
久
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得

ら
れ
た
、
限
ら
れ
た
医
療
機
関
の

中
で
日
程
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　

牛
久
市
医
師
会
と
調
整
が

必
要
だ
が
、
い
つ
情
報
を
共
有
し

て
も
ら
え
る
の
か
。

答
弁
　

医
師
会
と
本
日
会
う
の
で

伝
え
る
。

ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学

校
内
に
あ
る
噴
水
オ
ブ

ジ
ェ
の
今
後

質
問
　

現
在
は
水
が
循
環
し
て
い

な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後
の

方
向
性
を
伺
う
。

答
弁
　
（
教
育
部
長)

設
備
更
新
を

行
う
予
定
は
な
い
。

質
問
　

老
朽
化
に
よ
り
倒
れ

る
よ
う
な
事
を
考
え
調
べ
て

い
る
の
か
。

答
弁
　

３
年
に
１
度
調
べ
て

い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関
す
る
質
問

質
問
　

入
会
を
強
制
し
て
い
る
学

校
が
あ
る
と
問
題
だ
と
思
う
が
。

答
弁
　
（
教
育
部
次
長)

加
入
に
つ

い
て
保
護
者
か
ら
書
面
で
の
意
思

表
示
を
も
ら
っ
て
い
る
。

質
問
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
と
は
、
先
生

も
同
時
に
会
員
で
あ
る
。
先
生
へ

の
確
認
も
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

教
職
員
の
加
入
確
認
は
で

き
て
い
な
い
。
保
護
者
同
様
の
対

応
を
し
て
い
く
。

質
問
　

子
ど
も
を
守
る
１
１
０
番

の
家
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
の

管
理
や
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

答
弁
　

活
動
の
主
体
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
。

質
問
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
廃
止
さ
れ
た
場

合
の
管
理
や
責
任
は
ど
こ
に
な
る

の
か
。

答
弁
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
学
校
と
協
議

を
行
う
。

上
で
発
電
、
下
で
営
農

質
問
　

作
物
が
成
長
す
る
上
で
必

要
な
光
合
成
の
量
は
作
物
に
よ
っ

て
異
な
る
。
こ
の
「
光
飽
和
点
」

の
理
論
で
、
最
適
の
日
照
条
件
で

良
質
の
作
物
を
生
産
し
、
上
部
で

発
電
す
る
営
農
型
太
陽
光
発
電
が

全
国
で
広
が
っ
て
い
る
。
牛
久
市

の
現
状
は
ど
う
か
。　
　

答
弁
　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

市
内
で
現
在
10
箇
所
あ
り
、
パ
ネ

ル
下
の
農
地
の
合
計
面
積
は
約

１
万
５
千
㎡
。
キ
ク
ラ
ゲ
や
サ
カ

キ
等
を
栽
培
。
発
電
量
は
申
請
時

の
値
で
合
計
約
２
千
kW
。

質
問
　

国
は
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
等
の
脱
炭
素
・
再
エ
ネ
の
導

入
と
地
域
振
興
を
セ
ッ
ト
に
し
た

取
組
み
を
呼
び
か
け
、
各
地
で
先

進
事
例
が
進
ん
で
い
る
が
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
民
間

事
業
者
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、

要
件
に
適
合
す
る
補
助
金
を
活
用

し
事
業
展
開
し
て
い
く
。

安
心
で
き
る
医
療
介
護

質
問
　

医
療
介
護
の
費
用
増
大
と

切
迫
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
医

療
介
護
の
連
携
強
化
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
な
ど
遠
隔
技
術
の
応
用
が
必

要
だ
が
、
市
内
の
状
況
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
今
年
度
、

市
医
師
会
主
催
の
医
療
介
護
従
事

者
向
け
講
演
会
や
、
県
主
催
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
講
演
会
を
、

市
の
支
援
で
開
催
し
た
。

「
た
ま
り
場
」
の
改
善

質
問
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
事
業
（
た
ま
り
場
）
の
補
助
要
件
、

未
実
施
行
政
区
対
策
、
一
定
の
目

的
性
の
付
与
、
一
律
７
万
円
の
補

助
額
は
再
検
討
が
必
要
で
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
や
地
域
住
民
の
福

祉
の
増
進
と
い
う
目
的
に
沿
っ
て
、

要
件
の
緩
和
や
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

丸亀市　ＩＣＴやロボット
を活用

子どもを守る 110 番の
家のカンガルーマーク
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

伊藤 裕一 議員「かっぱコール」運用状況は

答弁）１１月末までに７７件の利用があった

質
問
　

９
月
に
運
用
が
開
始
さ
れ

た
、
教
育
関
連
相
談
電
話
「
か
っ

ぱ
コ
ー
ル
」
の
運
用
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
教
員

経
験
者
２
人
で
平
日
５
日
間
対
応
。

11
月
末
ま
で
に
77
件
の
利
用
が
あ

り
、
内
容
は
不
登
校
、
学
校
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
関
連
し
た
不
安
や
要
望
等

で
あ
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行

質
問
　

部
活
動
で
輝
け
る
子
も
お

り
、
生
徒
指
導
上
の
観
点
か
ら
教

員
が
関
わ
る
例
が
あ
る
。
教
員
の

関
わ
り
方
を
含
め
た
指
導
者
確
保

や
保
護
者
の
費
用
負
担
等
の
状
況

は
。答

弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
指
導

者
の
確
保
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の

活
動
種
目
に
つ
い
て
は
確
保
で
き

て
い
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
地

域
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
、
教
職

員
の
兼
業
も
含
め
指
導
者
の
確
保

を
進
め
る
。
費
用
負
担
は
現
在
、

実
証
事
業
に
よ
り
月
１
０
０
０
円

に
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
は

不
透
明
な
部
分
が
多
く
、
国
や
県

の
動
向
を
注
視
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方

質
問
　

う
し
く
み
ら
い
エ
コ
フ
ェ

ス
タ
や
ブ
リ
ア
ン
ト
ヴ
ィ
ル
う
し

く
が
中
止
と
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
令
和
６

年
度
予
算
編
成
時
の
補
助
金
適
正

化
委
員
会
の
議
論
や
各
実
行
委
員

会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
終
了
と
な
っ

た
。質

問
　

令
和
８
年
の
市
政
施
行
40

周
年
に
あ
た
り
記
念
式
典
を
開
催

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
（
市
長
）
40
周
年
事
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

記
念
式
典
を
メ
イ
ン
事
業
に
据
え
、

事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
議
論
を

し
て
い
る
。

出澤 大 議員 小中学校教室の断熱化の現状は？

答弁）学校施設長寿命計画を策定し対策を行う

質
問
　

公
立
の
幼
稚
園
、
保
育
園

の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
と
断
熱
の
状

況
は
？

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
第
一

幼
稚
園
は
平
成
31
年
に
建
設
さ
れ

た
園
舎
で
あ
り
、
各
室
に
は
空
調

機
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
断
熱
に

関
し
て
は
、
屋
根
・
壁
に
断
熱
材

を
設
置
し
、
窓
は
複
層
ガ
ラ
ス
を

採
用
し
省
エ
ネ
を
考
慮
し
た
建
設

と
な
っ
て
い
る
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
全
て

の
公
立
保
育
園
に
お
い
て
エ
ア
コ

ン
等
の
空
調
整
備
は
完
備
し
て
い

る
。
空
調
の
効
き
が
悪
い
状
況
で

は
な
い
た
め
、
断
熱
化
の
予
定
は

な
い
。

児
童
の
熱
中
症
対
策

質
問
　

中
根
小
学
校
の
児
童
は 

登

下
校
時
に
「
か
っ
ぱ
号
」
を
利
用

し
て
も
良
い
事
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
経
緯
と
、
他
の
小
学
校
で
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
熱
中

症
対
策
と
し
て
の
バ
ス
利
用
に
関

し
て
は
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
今
年
の
夏
休
み
明
け
か
ら

利
用
を
認
め
る
旨
、
保
護
者
へ
周

知
し
た
。

質
問
　

中
根
小
学
校
の
近
く
に
は

児
童
が
安
全
に
待
つ
こ
と
の
で
き

る
停
留
所
が
な
い
。
そ
れ
で
は
利

用
が
で
き
な
い
と
の
保
護
者
の
声

が
私
に
届
い
て
い
る
。
夏
季
の
7

月
と
9
月
の
下
校
時
間
だ
け
で
も

中
根
小
学
校
を
回
る
ル
ー
ト
の
設

定
は
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長)

か
っ

ぱ
号
の
運
行
に
関
し
て
は
、
誰
も

が
移
動
手
段
を
選
択
出
来
る
よ
う

ル
ー
ト
の
設
定
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
全
体

の
利
用
者

ニ
ー
ズ
を

整
理
し
検

討
す
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇��

市
営
住
宅
で
の
ペ
ッ
ト
飼
育
に

つ
い
て

〇��

ペ
ッ
ト
を
伴
う
避
難
に
つ
い
て

〇��

市
内
公
共
交
通
に
つ
い
て

児童の通学時における熱中症対策に
かっぱ号の実用的な運行ルートの設定を
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

池辺 己実夫 議員

大森 和夫 議員

ポスト学び合いの教育方針は

ふるさと寄附金１億１千万円の
有効活用を！

答弁）「主体的・対話的で深い学びのアップデート」を掲げ、
資質・能力を育成する授業改善

答弁）安定財源でないため事業費にはそぐわない

質
問
　

ポ
ス
ト
学
び
合
い
と
し
て
目

指
す
牛
久
市
の
学
校
教
育
方
針
と
、

情
報
発
信
方
法
は
。

答
弁
　
（
教
育
長
）
昨
年
度
ま
で
話

し
合
い
に
特
化
し
た
授
業
ス
タ
イ

ル
で
あ
っ
た
た
め
、
子
供
た
ち
が

身
に
付
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
の

育
成
の
た
め
に
は
不
十
分
で
あ
っ

た
。「『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
』
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
を
掲
げ
、

今
年
度
か
ら
は
、
１
時
間
の
授
業

の
ね
ら
い
を
明
確
に
し
た
学
習
課

題
の
提
示
、
子
ど
も
自
身
が
何
が

わ
か
っ
て
何
が
わ
か
ら
な
い
の
か

確
認
し
た
り
、
学
習
の
見
通
し
を

持
つ
た
め
の
個
別
に
考
え
る
時
間

な
ど
が
こ
れ
ま
で
の
授
業
ス
タ
イ

ル
に
付
加
さ
れ
た
。

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
に
お
い
て
授
業
参
観
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
学
校
だ
よ
り
に
よ
る
発

信
、
学
校
関
係
者
へ
の
丁
寧
な
説

明
を
指
導
し
て
お
り
、
教
育
委
員

会
と
し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

発
信
し
、
市
民
の
理
解
が
深
ま
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

教
育
関
連
相
談
受
付
電

話
「
か
っ
ぱ
コ
ー
ル
」

質
問
　

現
状
の
評
価
と
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
今
後
の
運
用
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
３
カ

月
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、

相
談
に
対
し
て
具
体
的
な
対
応
が

で
き
て
お
り
、
相
談
者
か
ら
も
感

謝
の
言
葉
を
頂
い
て
い
る
。
継
続

的
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

案
件
も
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
、

保
護
者
の
安
心
の
た
め
に
、
ま
た

児
童
生
徒
の
安
心
や
健
や
か
な
成

長
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
か
っ
ぱ

コ
ー
ル
」
の
さ
ら
な
る
周
知
を
し

て
い
く
と
と
も
に
、
相
談
に
お
け

る
ご
意
見
の
傾
向
を
分
析
し
、
未

然
防
止
へ
の
対
応
を
し
て
い
く
。

質
問
　

令
和
６
年
度
実
績
と
前
年

度
と
の
比
較
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
11
月
末
で
前
年
実

績
を
１
０
４
．
５
％
上
回
っ
た
。

質
問
　

人
気
の
高
い
返
礼
品
に
は

何
が
あ
る
か
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
次
長
）
共
通
返

礼
品
の
常
陸
牛
の
ほ
か
、
農
産
物

加
工
品
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
ウ
ナ

ギ
か
ば
焼
き
が
人
気
で
あ
る
。

質
問
　

寄
付
者
の
市
政
へ
の
要
望

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　

寄
付
額
の
う
ち
市
長
が
定

め
る
事
業
が
44
．
３
％
、
健
康
福

祉
事
業
が
18
．
８
％
な
ど
の
順
。

国
民
健
康
保
険
税

質
問
　

均
等
割
２
分
の
１
免
除
の

拡
大
を
望
む
が
。

答
弁
　
（
福
祉
部
次
長
）
市
独
自
で

小
学
生
か
ら
18
歳
迄
の
２
分
の
１

免
除
の
み
。

高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト

質
問
　

外
出
困
難
者
の
申
請
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

答
弁
　
（
福
祉
部
長
）
民
生
委
員
や

地
域
の
方
か
ら
の
情
報
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
げ
支

援
し
て
い
る
。

質
問
　

入
院
・
入
所
の
保
証
人
・

保
証
金
サ
ポ
ー
ト
は
。

答
弁
　

国
の
モ
デ
ル
事
業
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

質
問
　

高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し
サ

ポ
ー
ト
の
要
件
の
緩
和
を
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
家
族

の
市
内
居
住
用
件
に
つ
い
て
、
個

別
の
事

情
を
く

み
取
り

丁
寧
に

対
応
し

て
い
る
。

廃
棄
物
対
策

質
問
　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
や
資
源

回
収
の
現
状
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
回
収

店
舗
な
ど
拡
大
し
て
い
る
。

私
有
地
の
ゴ
ミ
・
異
臭
問
題

質
問
　

ゴ
ミ
屋
敷
に
対
し
市
の
強

制
排
除
で
原
因
者
へ
実
費
請
求
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
条
例
・
要
綱

の
制
定
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
制
定

は
慎
重
に
判
断
す
る
。
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

　

遠藤 憲子 議員 市民生活の環境改善と対応は

答弁）巡回し観察を続ける

質
問
　

行
政
区
内
で
の
犬
の
ブ

リ
ー
ダ
ー
に
対
し
、
環
境
改
善
を

求
め
た
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

犬
の
鳴
き
声
や
臭
い
排
泄
物
処
理

等
で
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。
市
の

対
応
と
考
え
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
第
一
種

動
物
取
扱
業
の
登
録
受
付
監
督
庁

は
県
で
あ
り
、
そ
の
都
度
情
報
を

伝
え
現
場
の
確
認
を
要
請
し
て
い

る
。
寄
せ
ら
れ
た
相
談
等
は
現
場

を
巡
回
し
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
伝
え
て

い
る
。
県
も
複
数
回
訪
問
し
て
い

る
が
現
認
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

質
問
　

今
回
以
外
で
も
２
年
前
に

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例

制
定
を
求
め
る
決
議
が
市
議
会
で

可
決
さ
れ
て
い
る
。
市
の
取
り
組

み
と
今
後
は
。

答
弁
　

市
で
で
き
る
こ
と
を
整
理

し
な
が
ら
、
動
物
愛
護
に
関
す
る

法
令
等
を
確
認
し
な
が
ら
解
決
に

向
け
て
努
め
て
い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早

期
発
見
し
支
援
を

質
問
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
家
庭

内
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を
含
み

表
面
化
し
に
く
い
。
市
の
相
談
窓

口
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
把
握

す
る
場
面
で
は
、
子
ど
も
が
通
う

学
校
や
保
育
園
等
、
家
族
が
利
用

す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
関
係
機
関
か

ら
情
報
が
寄
せ
ら
れ
把
握
す
る
こ

と
が
あ
る
。
相
談
窓
口
は
子
ど
も

家
庭
課
。

質
問
　

子
ど
も
の
変
化
に
い
ち
早

く
気
づ
け
る
の
が
学
校
の
教
師
で

は
。
県
負
担
で
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
の
派
遣

も
あ
る
。
早
期
発
見
と
支
援
は
。

答
弁
　
（
教
育
長
）
ケ
ー
ス
会
議
で

児
童
生
徒
の
状
況
に
合
わ
せ
学
習

支
援
す
る
。
い
じ
め
等
を
含
め
た

生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
や
月
１
回
個
別

面
談
を
実
施
、
話
を
聞
き
寄
り
添

う
姿
勢
で
対
応
中
。
ま
た
、
Ｓ
Ｓ

Ｗ
の
人
数
は

不
十
分
。
民

生
委
員
児
童

委
員
が
、
地

域
ぐ
る
み
で

支
援
し
て
い

る
。

須藤 京子 議員 アートの力で魅力溢れるまちに！

答弁）アートプロジェクトは現美実行委員会と協議

質
問
　

毎
年
、
芸
術
の
秋
に
ふ
さ

わ
し
い
「
う
し
く
現
代
美
術
展
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
文

化
芸
術
振
興
基
本
計
画
で
の
美
術

分
野
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
（
教
育
部
長
）
計
画
に
は
４

つ
の
柱
が
あ
り
、「
育
て
る
」
で
は

子
ど
も
の
感
性
を
育
て
、
日
常
的

に
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
と
し

て
「
う
し
く
現
代
美
術
展
」
で
の

小
中
学
校
鑑
賞
会
な
ど
を
20
年
以

上
開
催
し
て
い
る
。

質
問
　

全
国
各
地
で
ア
ー
ト
に
よ

る
地
域
づ
く
り
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
令
和
８

年
の
市
制
40
周
年
に
向
け
て
、
７

年
度
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
う
し

く
現
代
美
術
展
実
行
委
員
会
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー

や
近
隣
公
園
等
を
会
場
に
ア
ー
ト

作
品
を

展
示
す

る
な
ど
、

文
化
芸

術
の
ま

ち
を
演

出
し
て

は
。

答
弁
　

作
家
・
行
政
・
市
民
の
協

力
の
も
と
に
実
施
さ
れ
る
「
う
し

く
現
代
美
術
展
」
は
令
和
７
年
度

30
周
年
を
迎
え
る
。
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
構
想
は
実
行
委
員
会

と
協
議
を
重
ね
、
40
周
年
記
念
事

業
も
視
野
に
入
れ
企
画
検
討
の
協

議
を
行
う
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

社
会
の
構
築
を

質
問
　

こ
れ
ま
で
の
福
祉
制
度
で

は
支
援
の
手
が
届
か
な
い
人
々
に

向
け
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、
ま
ず
は

包
括
的
に
相
談
支
援
が
で
き
る
体

制
整
備
を
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
相
談

者
の
属
性
や
世
代
、
相
談
内
容
に

関
わ
ら
ず
包
括
的
に
相
談
を
受
け

止
め
る
こ
と
は
こ
の
事
業
の
肝
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　

重
層
的
支
援
を
進
め
て
い

く
た
め
に
何
を
す
る
の
か
。

答
弁
　

既
存
相
談
機
関
や
各
種
会

議
を
活
用
し
な
が
ら
市
に
合
う
体

制
構
築
に
向
け
調
査
研
究
し
て
い

く
。

作家と交流する子どもたち
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

伊藤 知子 議員

藤田 尚美 議員

ＡＥＤに三角巾の配備を

校内フリースクールの課題

答弁）配備に向けて前向きに検討していく

答弁）生徒のニーズに合わせるには、人手不足である

質
問
　

女
性
が
傷
病
者
の
場
合
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
を
た
め
ら
う
ケ
ー
ス

が
あ
る
と
い
う
。
三
角
巾
を
配
備

す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
つ
つ
、
素
早
い
救
命
に
つ

な
が
り
、
使
用
も
高
ま
る
の
で
は

な
い
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
三
角
巾
本
来
の
役

割
で
あ
る
、
骨
折
時
の
使
用
や
止

血
な
ど
に
使
用
で
き
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
傷
病
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
も
役
立
ち
、
大
変
、

有
効
で
あ
る
。
今
後
、
配
備
に
向

け
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が

※
定
期
接
種
化
へ

質
問
　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、

令
和
７
年
度
に
、
定
期
接
種
化
の

可
能
性
が
あ
り
、
報
道
で
は
対
象

年
齢
が
「
65
歳
」
と
あ
る
。
多
く

の
助
成
自
治
体
と
同
様
に
、「
50
歳
」

か
ら
が
適
切
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
接
種
対

象
を
、
発
症
率
が
上
昇
す
る
50
歳

以
上
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、

市
と
し
て
は
、
国
が
定
め
る
定
期

接
種
年
齢
を
原
則
と
し
て
、
適
切

な
対
象
年
齢
を
慎
重
に
検
討
す
る
。

質
問
　

定
期
接
種
化
後
の
市
民
の

自
己
負
担
額
等
に
つ
い
て
の
考
え
、

周
知
方
法
を
伺
う
。

答
弁
　

国
が
実
施
を
検
討
し
て
い

る
段
階
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
な

設
定
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
近
隣

市
町
村
の
公
費
助
成
額
を
参
考
に

し
つ
つ
、
財
政
的
な
制
約
の
中
で

も
、
市
民
に
過
度
な
負
担
を
課
さ

な
い
費
用
設
定
を
目
指
し
て
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。
定
期
接
種

と
し
て
決
定
さ
れ
た
際
に
は
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
、
Ｈ

Ｐ
や
メ
ル
マ
ガ
、
広
報
紙
等
で
周

知
す
る
他
、
対
象
者
に
は
個
別
に

接
種
券
を
郵
送
す
る
。

※
定
期
接
種
は
、
法
律
に
基
づ
き
自
治

体
が
実
施
主
体
の
接
種

質
問
　

支
援
体
制
を
伺
う
。

答
弁
　
（
教
育
長
）
主
担
当
の
教
員

が
お
り
、
授
業
の
空
き
時
間
も
対

応
し
て
い
る
。
支
援
と
し
て
、
生

徒
自
身
が
計
画
表
を
作
成
し
た
学

習
や
生
活
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

教
科
や
生
徒
に
よ
っ
て
は
課
題
を

提
出
し
定
期
テ
ス
ト
を
受
け
る
こ

と
で
評
価
を
出
し
て
い
る
。

質
問
　

専
門
の
人
材
登
用
の
考
え

は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁
　

校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を

専
属
で
担
当
す
る
人
材
の
確
保
が

望
ま
し
い
と
考
え
、
担
当
ス
ク
ー

ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
複
数
配
置
を

検
討
し
て
い
る
。
財
政
や
人
材
確

保
の
課
題
も
あ
る
が
、
可
能
な
限

り
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
配

置
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。寄

り
添
い
支
え
る
た
め

の
ひ
き
こ
も
り
支
援

質
問
　

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
は

ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
る
か
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
障
が

い
福
祉
課
が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　

相
談
窓
口
は
、
市
民
に
対

し
て
明
確
化
し
て
い
る
か
。

答
弁
　

相
談
窓
口
の
明
確
化
は
重

要
な
事
柄
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
等

を
活
用
し
て
明
確
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

質
問
　

民
間
団
体
と
連
携
す
る
な

ど
し
て
ひ
き
こ
も
り
支
援
体
制
を

強
化
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
　

関
係
機
関
と
連
携
、
情
報

共
有
し
、
当
事
者
達
と
つ
な
が
り

続
け
て
い
く
と
い
う
伴
走
型
支
援

は
非
常
に
重
要
だ
と
認
識
。
ま
ず

は
、
身
近
な
地
域
に
相
談
窓
口
を

明
確
化
し
、
周
知
に
努
め
る
。
当

事
者
や
家
族
が
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
お
り
、
民

間
団
体
へ
の
委
託
状
況
や
活
動
状

況
、
連
携
等
調
査
研
究
し
て
い
く
。

よりプライバシーに配慮した（透
けないオレンジ）色付き三角巾



凡例：　○・・・賛成、×・・・反対
諸橋太一郎議長（自民党うしく21）は採決には加わっておりません議案の審議結果

総
務
企
画
常
任
委
員
会

10
月
に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
選
挙

及
び
最
高
裁
判
官
国
民
審
査
の

経
費
約
３
千
６
百
万
円

問 

備
品
と
し
て
購
入
し
た
も
の
は
。

答 

開
票
時
間
の
短
縮
の
た
め
、
投
票
用
紙

の
読
取
分
類
機
ユ
ニ
ッ
ト
と
投
票
用
紙

を
数
え
る
機
械
２
台
を
購
入
。

問 

開
票
時
間
は
短
縮
さ
れ
た
の
か
。

答 

短
縮
の
効
果
は
得
ら
れ
た
。

固
定
資
産
税
を
全
期
前
納
し
た

納
税
者
へ
の
報
奨
金
制
度
を

令
和
８
年
度
か
ら
廃
止

問 

廃
止
の
理
由
は
。

答 

徴
収
率
が
99
％
以
上
と
な
り
納
税
意
識

の
向
上
が
図
ら
れ
、
当
初
の
目
的
は
達

成
し
た
と
い
う
判
断
で
あ
る
。

問 

市
民
へ
の
周
知
と
影
響
は
。

答 

全
納
納
付
書
で
Q
R
コ
ー
ド
を
利
用
し

て
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

納
付
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
対
象
者
に
は
令
和
７
年
度
の

納
付
書
に
お
知
ら
せ
を
同
封
す
る
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会

お
く
の
義
務
教
育
学
校
体
育
館
と

外
構
工
事
等
の
契
約　

４
億
７
９
６
０
万
円

問 

工
期
日
程
が
遅
れ
て
い
る
が
、
工
事
の

総
額
と
国
か
ら
の
補
助
金
の
変
更
は
な

い
の
か
。

答 
今
回
の
工
事
も
含
め
、
今
年
度
ま
で

に
計
上
し
て
い
る
予
算
は
37
億

９
８
９
万
５
千
円
。
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
補
助
金
の
変
更
は
な
く
、
８
億

８
４
１
５
万
７
千
円
で
あ
る
。

問 

卒
業
式
や
入
学
式
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

答 

南
校
舎
の
体
育
館
へ
場
所
を
変
更
す
る

な
ど
、
学
校
側
の
意
見
や
要
望
を
聞
き

検
討
中
。
決
定
次
第
、
保
護
者
へ
お
知

ら
せ
す
る
。

問 

体
育
館
が
避
難
所
に
な
っ
た
場
合
を
想

定
し
、
断
熱
工
事
や
冷
暖
房
の
設
置
は

あ
る
の
か
。

答 

今
回
の
改
修
工
事
は
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
へ
の
交
換
や
老
朽
化
し
た
床
の

塗
装
な
ど
環
境
改
善
を
行
う
工
事
で
、

断
熱
工
事
等
は
含
ま
れ
な
い
。

賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

【第4回定例会】	
６４号 専決処分の承認を求めることについて

６５号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例について

６６号 牛久市空家等の適正管理及び活用促進に関する条例に
ついて

６７号

牛久市行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
について

６８号 牛久市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例について

６９号 牛久市税条例の一部を改正する条例について

７０号 牛久市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条
例について

７２号 令和６年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（
第３号）

７３号 令和６年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第２
号）

７４号 令和６年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予
算（第１号）

７５号 令和６年度牛久市下水道事業会計補正予算（第２号）
７６号 指定管理者の指定について

議案番号 議　　　案　　　等　　　名
７７号 指定管理者の指定について
７８号 指定管理者の指定について

８０号 牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
について

８１号 損害賠償の額を定めることについて
議員提出
議案３号

牛久市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正
する条例について

賛否が分かれた議案等

議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
党
う
し
く
２１

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派（
小
松
崎
）

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
池
辺
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
磯
山
）

議

決

結

果
【第4回定例会】

７１号 令和６年度牛久市一般会
計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

決

７９号

牛久市特別職の職員で常
勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部を改
正する条例について

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

８２号 工事請負契約の締結に
ついて 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可

決

令和 7 年 1 月 31 日　　牛久市議会だより　　第 121 号（ 14 ）

常
任
委
員
会
審
査
報
告

投票用紙読取分類
機のユニット　投
票用紙に記載され
た文字を読み取り、
自動分類します。



保
健
福
祉
常
任
委
員
会

令
和
７
年
４
月
よ
り
未
就
学
児
の

医
療
費
を
無
償
化

問 

無
償
化
に
要
す
る
予
算
は
。

答 

試
算
で
は
、
令
和
７
年
度
の
診
療
分

と
し
て
見
込
ま
れ
る
費
用
は
約

２
９
０
０
万
円
で
あ
り
、
予
算
と
し
て

は
半
分
の
約
１
５
０
０
万
円
（
令
和
７

年
４
月
か
ら
９
月
受
診
分
対
象
、
10
月

か
ら
令
和
８
年
３
月
受
診
分
は
令
和
８

年
度
予
算
）
と
見
込
ん
で
い
る
。

問 

初
回
の
申
請
手
続
き
の
内
容
は
。

答 

市
か
ら
振
り
込
み
を
す
る
銀
行
口
座
等

の
登
録
を
依
頼
す
る
文
書
を
ご
案
内
と

あ
わ
せ
て
対
象
者
へ
送
付
す
る
予
定
。

振
り
込
み
口
座
を
把
握
で
き
れ
ば
、
県

内
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
は
市
に

届
く
レ
セ
プ
ト
を
も
と
に
自
動
的
に
振

り
込
み
が
可
能
と
な
る
。

環
境
建
設
常
任
委
員
会

「
牛
久
市
あ
き
家
等
の
適
正
管
理

及
び
有
効
活
用
に
関
す
る
条
例
」
を

「
牛
久
市
空
家
等
の
適
正
管
理
及
び

活
用
促
進
に
関
す
る
条
例
」
と
改
正

（
内
容
）
こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、
所
有
者
等
に

よ
る
適
正
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
管

理
不
全
な
空
家
等
へ
の
対
応
は
市
条
例
、

特
定
空
家
等
は
特
別
措
置
法
（
以
下
特

措
法
）
に
基
づ
き
改
善
指
導
を
行
っ
て
き

た
。
し
か
し
令
和
５
年
12
月
に
特
措
法
が

一部
改
正
、
施
行
さ
れ
、
新
た
に
「
管
理

不
全
空
家
等
」
が
定
義
さ
れ
て
特
措
法
の

対
象
範
囲
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
整
合
性

を
図
る
必
要
が
あ
り
全
部
を
改
正
す
る
も

の
。
新
た
な
条
例
で
は
、
空
家
に
対
す
る

改
善
の
た
め
の
予
防
措
置
や
緊
急
に
危
険

を
回
避
す
る
必
要
最
低
限
度
の
措
置
を
行

う
「
緊
急
安
全
措
置
」
を
規
定
。
公
布

日
は
令
和
６
年
12
月
24
日
。

予
算
常
任
委
員
会

米
の
価
格
高
騰
に
よ
り
学
校
給
食
材

料
費
の
増
額　
１
６
０
５
万
６
千
円

問 

増
額
補
正
は
米
の
み
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
野
菜
高
騰
な
ど
で
今
後
他
の
食
材

に
つ
い
て
も
増
額
補
正
す
る
予
定
は
。

答 

米
は
大
幅
な
価
格
上
昇
に
よ
り
補
正
が

必
要
と
な
っ
た
が
、
他
の
食
材
に
つ
い

て
は
、
毎
月
予
算
の
残
高
を
確
認
し
な

が
ら
、
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
が
摂
取
で
き

る
よ
う
に
献
立
を
決
定
し
て
お
り
、
当

初
予
算
の
範
囲
内
で
ま
か
な
え
る
予
定

で
あ
る
。

第
３
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
牛
久
シ
ャ

ト
ー（
株
）の
経
営
再
建
へ
検
討
組

織
を
立
ち
上
げ
へ　
８
０
０
万
円

問 

金
額
の
算
出
根
拠
と
検
討
組
織
は
。

答 

通
常
の
再
生
計
画
を
作
る
の
に
考
え
ら

れ
る
も
の
を
盛
り
込
み
、
業
者
か
ら
見

積
も
り
を
と
り
、
５
人
程
度
を
想
定
。

市
民
の
税
金
を
投
入
し
て
設
立
し
た
会

社
で
あ
る
の
で
、
債
務
超
過
で
あ
る
現

状
か
ら
何
と
か
経
営
再
建
し
た
い
と
考

え
組
織
す
る
も
の
で
あ
る
。

問 

牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
植
栽
管
理
に
２
千
万

円
を
超
え
る
金
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、借
主
で
あ
る
牛
久
シ
ャ
ト
ー
（
株
）

が
や
る
べ
き
事
業
で
は
。

答 

本
来
は
指
摘
の
と
お
り
だ
が
今
の
経
営

状
況
で
は
難
し
い
。
市
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
り
、
あ
る
程
度
の
公
共
性
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
今
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

台
湾
の
桃
園
市
へ
の
交
流
訪
問
費
用

６
名
分
１
７
１
万
９
千
円

（
内
容
）
令
和
６
年
７
月
に
市
長
が
台
湾
の
桃

園
市
を
公
式
訪
問
し
、
牛
久
大
仏
を
建

造
し
た
会
社
及
び
桃
園
市
役
所
を
訪
問

し
た
。
そ
の
後
令
和
７
年
２
月
に
桃
園
市

で
開
催
さ
れ
る
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

へ
の
招
待
を
受
け
た
た
め
、
市
長
、
議
長

及
び
副
議
長
と
随
行
計
６
名
が
交
流
を
深

め
る
た
め
に
参
加
す
る
も
の
。

問 

桃
園
市
と
将
来
的
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
く
の
か
。

答 

市
と
し
て
は
観
光
と
文
化
的
な
交
流
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
将
来
的
に
は

友
好
都
市
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
桃
園
市

政
府
や
観
光
関
係
者
に
牛
久
市
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
主
眼
と
し
た
交
流
を
し
て

い
き
た
い
。

➡

（ 15 ）第 121 号　　牛久市議会だより　　令和 7 年 1 月 31 日

常
任
委
員
会
審
査
報
告

植栽管理された牛久シャトー
の園内



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

子育て中の親子の居場所　
　～のびのび広場を訪問して

総合福祉センター内にある『のびのび広場』は、就学前の
子どもと保護者が遊べる広場です。

この日、広場を訪れた 4 組の親子に感想を伺いました。

「雨の日や風の強い日だけでなく、今は夏の暑い日も外遊び
ができないので、子育て広場を利用しています。」

「小学生の兄弟がいますが小学生は広場を利用できません。
夏休みや冬休みだけでも兄弟で一緒に利用できればいいんで
すけど・・。」

「ひたち野地区の出張広場は１歳までしか使えないので、せ
っかく広場で友だちができてもその先が途切れてしまって残
念なんです。」

貴重なご意見ありがとうございました。子育て広場がより
使いやすい親子の居場所となるには、課題もあることを認識
した訪問でした。

　
新
し
い
年
を
迎
え
初
め
て
の
議
会

だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
の

特
集
は
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
市
民

と
議
員
と
の
意
見
交
換
会
で
す
。
皆

様
の
よ
り
近
く
で
多
く
の
ご
意
見
を

伺
い
た
い
と
考
え
３
か
所
で
の
同
時

開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
の
課
題
だ
け
で
な
く

「
牛
久
市
を
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
も
伺
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
若
い
人

た
ち
が
誇
り
を
も
っ
て
仕
事
が
で
き

る
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
し
た

ご
意
見
で
し
た
。
と
か
く
こ
う
し
た

場
に
は
若
い
人
た
ち
の
参
加
が
少
な

い
も
の
で
す
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
将
来
の
牛
久
市
を
思
い
、
次
の

世
代
の
人
た
ち
へ
エ
ー
ル
を
送
っ
て

く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
感
じ
う
れ
し
く

も
あ
り
、
ま
た
議
会
も
大
き
な
課
題

と
し
て
受
け
止
め
な
け
れ
ば
と
、
気

持
ち
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

　
今
年
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。   （
山
本
）
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岐阜県垂井町
岐阜県各務原市

「庁舎建設」

牛久市役所庁舎は建築後５０年が経過し、劣
化度調査の結果によると建替えの計画を検討
する時期にきています。庁舎建設に向けては、
財源の確保とともに、庁舎に求められる機能
を市民と共に丁寧に議論してきた自治体を視
察しました。

栃木県鹿沼市・埼玉県入間市
「ヤングケアラー条例」
埼玉県上尾市

「子ども・子育て支援複合施設」

ヤングケアラーとは、本来大人が担うと想定
されている家事や家族の世話などを日常的に
行っている子ども・若者のことです。基本理
念や自治体の責務、関係機関の役割を定め、
社会全体で支えることを目的として条例を制
定する自治体が増えています。

視察研修を行いました
委員会では、他自治体の先進的な取り
組みについて調査・研究を行い、政策
立案や提言に活かす目的で視察研修を
実施しています。

10月7日・8日
保健福祉常任委員会
10月15日・16日
総務企画常任委員会
10月31日・11月1日
交通体系整備促進調査特別委員会
11月5日・6日
教育文化常任委員会

視察の内容などは左記

総務
企画

教育
文化

保健
福祉

福島県会津若松市
「部活動の地域移行」
栃木県小山市

「体育館のエアコン設置」

災害時には避難所になる学校体育館。小山市
では、避難所対策に加え、酷暑により子ども
たちの運動などが制限される状況を解決する
ため、短期間で設置可能なリース方式を採用
し市内全小中学校体育館にエアコンを整備し
ました。

宮城県富谷市
「都市・地域総合交通戦略」
福島県いわき市

「ＭａａＳ 推進プロジェクト」

ＭａａＳとは移動ニーズに応じて複数の公共交
通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合
わせて検索・予約・決済ができるサービスの
ことです。いわき市では、行政Ｍａａｓ（出張市
役所）やおつかいＭａａｓ（スーパーと連携した
宅配サービス）を実施しています。

交通
体系
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